
 

 

 

 

 

 

 

 
 

龍王山からの「たかみ（高見）の見物」 

春にはウグイスの声が聞こえ、除虫菊をはじめとする花々が咲き誇る自然豊かな島の中心にある龍王山。山道の途

中にある大聖寺から見る瀬戸内海は目を見張るものがあり、天気の良い日には、はるか瀬戸大橋まで見渡せる。 

山頂付近には、水の神“八大龍王”を祀る龍王宮があり、周囲に広がる鎮守の森（社叢）は県指定の天然記念物とな

っている。ここでは、昭和 30年ごろまでは日照りが続くと雨乞いの祈願がなされていたという。また、登山口付近

には急傾斜に築かれた石垣と民家が立ち並ぶ集落があり、その懐かしさを感じさせる風景で、映画「瀬戸内少年野球

団」「男はつらいよ」などのロケが行われた。登山しながら心と身体で絶景と風情を堪能できる山である。 

龍王山
りゅうおうざん
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＊登山道： 

・急な自然道であるが、山頂まで一本道であり、各所に標識

も設置されている。５合目、９合目、山頂には見晴らしの

良い場所がある。 

＊注意点／アドバイス： 

・夏から秋は害虫注意。冬は落ち葉が多いため足元注意。 

・山中にトイレ・水場なし。 

・島内には売店・自動販売機もないため、事前に準備が必要。 

＊登山口までのアクセス： 

・港から徒歩約 5分。 

※高見島までは、多度津港からフェリーで約 25 分。 

登山口 

＊関連行事・イベント： 

・山頂付近の龍王宮では、毎年 6 月に地元住民による例年祭

が行われる。 

・2013 年、2016 年に「瀬戸内国際芸術祭」開催。 

＊周辺情報： 

・一年を通して登山可能であるが、冬から春が適期。 

・「龍王宮社叢」は香川県指定天然記念物に指定。 

・「高見島応援団さざえ隊」による島歩きガイドあり。事前

に役場にお問合せください。 

香川県多度津町 高見島
たかみじま

 

 

●距離：約1ｋｍ（登山口～山頂） 
●歩行時間：約１時間（片道） 

■島のプロフィール 

古くは塩飽大工として多くの船大工を輩出。

平地はほぼ無く、見事な石垣を築いて家が建

つ。両墓制を伝える島。 

問い合わせ/多度津町役場高見出張所 0877-34-3101 

大聖寺 
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※すべての地図は、国土地理院の電子地形図を加工して作成したものです。 

（石垣集落） 

（山頂からの眺め） 

（５合目からの眺め） 

（大聖寺） 



＜周辺位置図＞ 

 

 

 

◆「しま山100 選」とは 

（公財）日本離島センターでは、海に囲まれた島の山々の個性や魅力にスポットをあて、全国の

島々を対象に、「しま山 100 選」を選定しました。「しま山」を通じて、訪れる人にも、島の人に

も、島の魅力を再発見してもらい、交流の促進につなげていくことがねらいです。 

そもそも島とは、海の底から立ち上がった山であり、その姿は高山のような雄大さがありますが、

海抜にすれば 1,000 メートル以上のしま山は少なく、体力をあまり気にせずに頂を極める満足感

が得られ、一年を通じて楽しめる山が多いことが魅力です。草花や生きもの、地形や地質、全方位

のパノラマや多島美、史跡など、しま山ならではの特別な宝物にも出会えるかもしれません。 

海を渡ると、そこは島時間。日常からちょっと離れて、島旅・山旅にでかけてみましょう。山か

ら島を眺めれば、島の形や人々のくらしの場、島を囲む美しい海や砂浜、遠くの島々まで見渡すこ

とができ、その島をもっと身近に、もっと好きになれるはずです。 

 

 

 

 

「しま山」登山は、情報集めから 

本シートは、各山の魅力をまとめることで、まずは「しま山」や島に興味を持ってもらうことを目的として作

成したものです。「しま山」に行くことが決まったら、より詳細な情報を集め、登山計画を立てましょう。 

島旅は、季節や天候によって行程などに影響の出やすいものです。事前に、インターネットやガイドブックな

どで最新情報を確認するとともに、観光案内所や宿の方などに相談してみるのも、おすすめです。 

52.高見島 龍王山 

47.小豆島 星ヶ城山 
50.本島 遠見山 

49.豊島 檀山（壇山） 

48.小豆島 皇踏山 51.広島 心経山 

26.白石島 立石山 

53.粟島 城山 

27.六島 大石山 

21.沼島 石仏山 




